
様
式
第
一
号
（
裏
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
普
通
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
普
通
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
条

普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
係
る
法
第

十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条

普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
係
る
法
第

十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指
導
及

び
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
。

四
〜
九

（
略
）

四
〜
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
一
条

短
期
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
一
条

短
期
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指
導
を

行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
指
導
を
行
う

こ
と
。

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
専
門
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
専
門
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
二
条

専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
二
条

専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

四
〜
九

（
略
）

三
〜
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
専
門
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
専
門
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
三
条

専
門
短
期
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係

る
法
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
三
条

専
門
短
期
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係

る
法
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
一
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び

第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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